
 

 

 

※令和４年度以降入学生用 

 

学校番号 3025 

令和５年度 保健体育科 

 

教科 保健体育 科目 保健 単位数 １単位 年次 ２年次 

使用教科書 現代高等 保健体育     (大修館書店) 

副教材等 現代高等 保健体育ノート  (大修館書店) 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

高校１年生時に現代社会と健康の問題について知識を深めました。これからの時代の健康の問題

を考察し、よりよい人生を送るために今年度は生涯にわたる健康を考えます。授業では、小グル

ープでの意見交換から現在の健康に対する問題を抽出し、その問題に対する解決策を考察しま

す。これから成長していく上 での健康を意識し、家族や仲間など周りの人の健康も守ることがで

きる視点を、更に考察していきましょう。 

 
 
２ 学習の到達目標 

・高校生の時期から大人に近づき、年齢を重ねて変化していきます。私たちの生きる社会には、

病気になった場合にそれを治癒したり、支援したりするしくみや健康を保持、増進していくしく

みが備わっています。この学年にて、年齢とともに出会う様々な健康問題や健康を支える社会の

しくみとその活用の仕方などについて より深く理解していきます。 

・集団、グループで健康課題に取り組み、自身の考えを共有、発表できるように積極的に授業に

取り組む姿勢を養います。 

 
 
３ 評価の観点及びその趣旨 

観

点 
a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度 

観

点

の

趣

旨 

現代社会の問題・課題が、 

健康に対してどう影響して

いるか。過去のデータや事

象と 比較することにより、

現在置かれている自身の環

境や現状を把握し、疾病・

事故等に対する予防知識が

深まって いるか評価する。 

健康を維持していくために、

現代の社会問題や健康につい

ての課題に向き合い、学習活

動を通して、総合的に正しい

判断の下に、報告・自己表現

ができているか評価する。 

自らのこれからの健康につい 

て、関心を持って自己管理に 

つながるように、自身の生活

及び社会生活における健康に 

対する課題を見つけようとし

ていく。意欲的に学習に取り

組み、多感な時期に健康につ

いて社会と個々との関わりを

見つめなおす機会を持ち、評

価する。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめま

す。学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 
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４ 学習の活動 
学 

期 

単

元

名 
学習内容 単元（題材）の評価規準 

評価方法 

知(a) 思(b) 主(c) 

１      

生

涯

を

通

じ

る

健

康 

 
 
 
 
 
 
 
 

あ 

 
 
 
 
 
 
 

 
 

3単元 

1.ライフステージと健康 

2.思春期と健康 

3.性意識と性行動の選択 

4.妊娠・出産と健康 

5.避妊法と人工妊娠中絶 

6.結婚生活と健康 

7. 中高年期と健康 

8. 働 く こ と と 健 康   

9. 労 働 災 害 と 健 康  

10.健康的な職業生活. 

 

a: 思春期における心身の発達

や性的成熟に伴う身体面，心

理面，行動面などの変化や、

性に関する情報等への適切な

対処、結婚生活について，心

身の発達や健康の保持増進の

観点、受精，妊娠，出産とそ

れに伴う健康課題、家族計画

の意義や人工妊娠中絶の心身

への影響、結婚生活を健康に

過ごすには，自他の健康に対

する責任感，良好な人間関係

や家族や周りの人からの支

援、高齢期には加齢に伴い心

身の機能や形態が変化するこ

と、職場の健康管理や安全管

理等について理解している。 

b: 生涯の各段階における健康

について，健康に関わる原則

や概念を基に整理したり，個

人及び社会生活と関連付けた

りして，自他や社会の課題に

ついて思考・整理・発表ができ
る。 

c:生涯の各段階における健康

について，課題の解決に向け

た学習に主体的に取り組もう

としている。 

定期考

査 

課題 

ノート 

 

定 期 考

査 

課題 

ノート 

 

ワークシ

ート 

ノート 

振り返

りシー

ト 
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２ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

2 

安

全

な

社

会

生

活 

 
 
4 

健

康

を

支

え

る

環

境

づ

く

り 

 
 
 
 

2単元 

1.事故の現状と発生要因 

2.安全な社会の形成 

3.交通における安全 

4.応急手当の意義とその

基本 

5.日常的な応急手当 

6.心肺蘇生法 

 

4単元 

1.大気汚染と健康 

2.水質汚濁、土壌汚染と

健康 

3.環境と健康にかかわる

対策 

4.ごみの処理と上下水道

の整備 

5.食品の安全生 

6.食品衛生にかかわる活

動 

 

a:事故を防止したり事故の発

生に伴う傷害等を軽減したり

することを目指す安全な社会

の形成には，交通安全，防

災，防犯などを取り上げて，

法的な整備などの環境の整

備，環境や状況に応じた適切

な行動などの個人の取組や、

適切な応急手当は，傷害や疾

病の悪化を防いだり，傷病者

の苦痛を緩和したりすること

について理解している。ま

た、人間の生活や産業活動

は，大気汚染，水質汚濁，土

壌汚染などの自然環境汚染を

引き起こし，健康に影響を及

ぼしたり被害をもたらしたり

することがあるということに

ついて理解している。 

b:安全な社会づくりについ

て，様々な事故や災害の事例

から，安全に関する情報を整

理し，環境の整備に応用して

いる。環境と健康について，

健康に関わる原則や概念を基

に整理したり，個人及び社会

生活と関連付けたりして，自

他や社会の課題を発見し、思

考・整理・発表ができる。 

 c:安全な社会づくり、応急手

当、環境と健康について，課

題の解決に向けた学習に主体

的に取り組もうとしている。 

 

定期考

査 

ノート 

定期考

査 

研 究 発

表 ノ ー

ト 

ワークシ

ート 

ノート 

振り返

りシー

ト 
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３ 健

康

を

支

え

る

健

康

づ

く

り 

7.保健サービスとその活

用 

8.医療サービスとその活

用 

9.医療品の精度とその活

用 

10.さまざまな保健活動

や社会的対策 

11.健康に関する環境づ

くりと社会参加 

a: 人々の健康を支えるための

保健・医療制度が存在し，行

政及びその他の機関などから

健康に関する情報，医療の供

給，医療費の保障も含めた保

健・医療サービスなどが提供

されていることについて理解

している。 

b:健康に関する環境づくりと

社会参加について，健康に関

わる原則や概念を基に整理し

たり，個人及び社会生活と関

連付けたりして，自他や社会

の課題について思考・整理・

発表ができる。 

c: 保健・医療制度及び地域の

保健・医療機関や様々な保健

活動や社会的対策、健康に関

する環境づくりと社会参加に

ついて，課題の解決に向けた

学習に主体的に取り組もうと

している。 

 

定期考

査 

ノート 

定期考

査 

研 究 発

表 

 

ワークシ

ート 

ノート 

振 り 返

り シ ー

ト 

 
 

 

※ 表中の観点について a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む

態度         

 

 


